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視点Ｃ－１【小学校 教育相談】

鹿島市立明倫小学校 教諭 田島 敦子

要 旨

集団不適応の子どもが，学級でより良い人間関係を築くためには，まず担任との信頼関係が必要

であると思い，文献研究や事例研究・教育相談研修を通して研究を進めた。その結果，担任が集団

不適応の子どもに対してカウンセリング・マインドをもってかかわることが支援の基礎であり，子

どもが安心して自己表現できる手立てをとることも必要であると分かった。これらを踏まえて，支

援ヘルプカードを作り実際に支援を行ったところ，より適切な支援が明らかになった。さらに，学

級で子ども同士のより良い人間関係を築くための人間関係作り年間計画を立てた。

〈キーワード〉 ①カウンセリング・マインド ②自己表現の手立て ③支援ヘルプカード

④人間関係作り年間計画

１ 研究の目標

集団不適応の子どもが，教師との信頼関係を築き，子ども同士のより良い人間関係を築くための学

級担任としての支援の在り方を探る。

２ 目標設定の理由

これまで，私が担任をした子どもの中には，不登校傾向の子どもや友達とうまくかかわりをもてな

いなどの集団不適応の子どもがいた。私自身のかかわり方を振り返ってみると，子どもの気持ちをじ

っくり聴いたり教師の思いを伝えたりする心の触れ合いが十分でなかったように思う。つまり，私自

身がカウンセリングの知識や技法を身に付けておらず，その場限りの支援に終わっていたと思う。

学習指導要領の総則においては，生徒指導について，「日頃から学級経営の充実を図り，教師と児

童の信頼関係及び児童相互の好ましい人間関係を育てるとともに児童理解を深め，生徒指導の充実を

図ること」(1)と提示している。このことからも分かるように，教師は，日常的かかわりの中で集団不

適応の子どもとの信頼関係を育てることを大切にしていかなければならないと考える。そこで，教師

である私自身が，カウンセリングの理論や技法を学び，臨床面接などの体験を通して，カウンセリン

グ・マインドをもって子どもを理解し，子どもがあるがままの自分を安心して表現できるようになる

かかわり方を学びたい。そうして，日頃の集団不適応の子どもとの信頼関係作りに生かしていきたい。

また，それらを基にして，集団不適応の子どもが，周りの子どもとより良い人間関係を築くために，

学級経営の中で生かすことができるような具体的プログラムを作成したいと考え，本目標を設定した。

３ 研究の内容と方法

(1) 担任した子どもへの自分自身の支援の仕方について振り返る。

(2) 文献や資料等を基にカウンセリングの理論を学んだり，子どもが自己表現しやすくなるための遊

戯療法などの技法を学んだりする。

(3) 臨床面接等を通して集団不適応の子どもへのかかわり方を身に付ける。

(4) 学級担任として，集団不適応の子どもがより良い人間関係を築くための支援の在り方を探る。

４ 研究の実際

子どもが，対人関係を円滑に行うためには，まず，教師の子どもへのかかわり方を見つめ直すこと

が大切である。教師自身が，カウンセリングの理論や技法を学んでいくことで自分を知り，子どもへ
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のかかわり方が良い方へと変わったり, 技法を有効に使うことができたりすれば，問題を抱える子ど

もだけでなくすべての子どもへの支援につながると考える。

(1) これまでの子どもへのかかわり方について

研究を進めていくうちに，私は, これまで子どもの気持ちを考えようとしていたものの十分汲み

取ることができていたのだろうか，また，子どもの自己肯定感を高める手立てや子どもが自己理解

・他者理解を深めるような手立てを取ることが十分ではなかったのではないだろうかという思いが

してきた。また，これまで有効性を知って行っていたわけではないが，子どもに絵画や音楽などで

自己表現させていたことは，結果的に，子どもにとって，心の安定につながっていたということが

分かった。

(2) 文献による研究

国分康孝は，「カウンセリングとは行動の変容を目指す人間関係である。そしてその人間関係の

きずなは言語的および非言語的コミュニケーションである。」(2)と述べている。教育活動において，

言語的アプローチや非言語的アプローチにより子どもの心理的成長を促すような人間関係を築く教

師の姿勢をカウンセリング・マインドと呼んでいる。

尾崎勝らは，カウンセリング・マインドの必要性について次のように述べている。(3)

不適応に陥っている児童・生徒は，容易に自己教

育力を発揮できない状態になっている場合が多い。

困難を乗り越えられないときにだれかが心理的に身

辺にいて，分かってくれようとしていると思えたと

き，自分の力が強化され問題や悩みと取り組めるも

のである。成長には肯定的・理解的なかかわりをも

つ人間関係が必要なのである。(引用者による要約)

ロジャーズは，来談者中心療法の中でクライエン

トが変容する基本的な姿勢として，自己一致・共感

的理解・受容の３つを挙げている（表１参照）。

(3) 所内研修での学び

教師が，カウンセリング・マイ

ンドをもって子どもとかかわるこ

との大切さを教育相談研修の中で

も学んだ。この研修を一緒に受講

した先生方21名に『自分自身のこ

とや集団不適応の子どもとのかか

わり方に関する意識調査』をした。

研修前と研修後ではどの意識も高

まっている。特に，自分自身を見

つめること・じっくり聴くこと・

安心感をもたせるようなかかわり

方をすることは意識の高まりが大

きい（図１参照）。また，先生方に

これら11の質問項目に対して気付

いたことや，学校で生かせそうなことを自由に記述してもらった。その記述と私自身が学んだこと

を合わせて述べていきたい。

教師教師教師教師がががが自分自分自分自分のののの気持気持気持気持ちにちにちにちに即即即即してしてしてして行動行動行動行動するするするする，，，，
つまりつまりつまりつまり，，，，あるがままのあるがままのあるがままのあるがままの人間性人間性人間性人間性でででで子子子子どもどもどもども
にににに接接接接していくしていくしていくしていく態度態度態度態度のことのことのことのこと

共感的理解 子子子子どものどものどものどもの心心心心のののの内面内面内面内面をををを共有共有共有共有しししし，，，，一緒一緒一緒一緒にににに探探探探
求求求求していこうとするしていこうとするしていこうとするしていこうとする態度態度態度態度のことのことのことのこと

受 容
教師教師教師教師のののの好好好好みにみにみにみに合合合合うようなうようなうようなうような態度態度態度態度やややや考考考考えをえをえをえを
したときにだけしたときにだけしたときにだけしたときにだけ受受受受けけけけ入入入入れるのではなくれるのではなくれるのではなくれるのではなく，，，，
どんなどんなどんなどんな場合場合場合場合にでもにでもにでもにでも子子子子どもにどもにどもにどもに関心関心関心関心をもちをもちをもちをもち，，，，
子子子子どものどものどものどもの人格人格人格人格をををを認認認認めめめめ尊重尊重尊重尊重するするするする態度態度態度態度のこのこのこのこ
とととと

自己一致

図１ 教育相談研修を継続して受けた先生方(21名）の意識調査

〔自分自身のことや集団不適応の子どもとのかかわり方について〕

1 2 3 4

①①①①自分自身自分自身自分自身自分自身をををを見見見見つめようとするつめようとするつめようとするつめようとする

②②②②他者他者他者他者のののの心心心心のののの声声声声をををを聴聴聴聴こうとするこうとするこうとするこうとする

③③③③自分自分自分自分のののの素直素直素直素直なななな思思思思いをいをいをいを他者他者他者他者にににに話話話話そうとするそうとするそうとするそうとする

④④④④子子子子どものどものどものどもの正正正正しいしいしいしい情報情報情報情報をつかもうとするをつかもうとするをつかもうとするをつかもうとする

⑤⑤⑤⑤子子子子どもとじっくりどもとじっくりどもとじっくりどもとじっくり話話話話すすすす時間時間時間時間をもとうとするをもとうとするをもとうとするをもとうとする

⑥⑥⑥⑥子子子子どものどものどものどもの話話話話をじっくりをじっくりをじっくりをじっくり聴聴聴聴こうとするこうとするこうとするこうとする

⑦⑦⑦⑦子子子子どものどものどものどもの困困困困りようについてりようについてりようについてりようについて子子子子どもとどもとどもとどもと一緒一緒一緒一緒にににに考考考考えようとするえようとするえようとするえようとする

⑧⑧⑧⑧子子子子どもにどもにどもにどもに肯定的肯定的肯定的肯定的なななな声声声声かけをしようとするかけをしようとするかけをしようとするかけをしようとする

⑨⑨⑨⑨子子子子どもがどもがどもがどもが主体的主体的主体的主体的にににに自己表現自己表現自己表現自己表現できるできるできるできる機会機会機会機会をもとうとするをもとうとするをもとうとするをもとうとする

⑩⑩⑩⑩子子子子どもがどもがどもがどもが安心安心安心安心してしてしてして話話話話ができるようにができるようにができるようにができるように配慮配慮配慮配慮をしようとするをしようとするをしようとするをしようとする

⑪⑪⑪⑪そのそのそのその場限場限場限場限りのりのりのりの支援支援支援支援にににに終終終終わらずわらずわらずわらず，，，，意図的意図的意図的意図的・・・・継続的継続的継続的継続的にににに支援支援支援支援しようとするしようとするしようとするしようとする

質 　 問 　 項 　 目

研 修前の平 均値

研 修後の平 均値

高 まり

1.051.051.051.05

0.6

0.85

0.6

0.90.90.90.9

0.90.90.90.9

0.85

0.8

0.85

0.90.90.90.9

0.6

１１１１（そう思わない） ２２２２（あまりそう思わない）３３３３（だいたいそう思う） ４４４４（そう思う）

表１ 子どもの心理的成長を促す教師の姿勢

（カウンセリング・マインド）



- 108 -

ア 教師の自己理解と子ども理解

「ミニ試行カウンセリング」では，自分の悩みをカウンセラー役に素直に語ることで，自分の気持

ちの整理ができたり，新たな自分の発見につながったりすることとなった。教師が自分の感情や反応

に気付いていくことは，子どもとかかわる上で必要なことだと思う。自分自身を知る別の方法として

「エゴグラム」の活用が挙げられる。自分を知ることで自己実現する方策を自分なりに考えていけば，

子どもとのかかわり方で改善したいと思う教師には役立つこともある。

イ じっくり聴くことと子ども理解

「ミニ試行カウンセリング」や「アサーション・トレーニング」「ロールプレイング」を行ったと

き，相手が主体的に話せるように聴くことや相手の気持ちを察して話すことは難しいと感じた。しか

し，自分を見つめ理解しようとすることは，他者を理解することにもつながっている。教師が，子ど

もを理解する上で自分自身について考えることの大切さが分かった。また，教師は，日頃から，思い

込みや経験に頼ることなく子どもを理解しようと努めなければならない。特に，子どもが困っている

ことに目を向け，必要であれば子どもの実態に合わせたテストや検査をすることもある（QU－テスト

・WISC－Ⅲなど）。また，継続的に子どものちょっとした変化（良さやつまずき）や行動パターンを

見付けていき，子どもと一緒になってどうすればよいかを考えていくことが子どもの理解につながり，

より良い支援ができると考える。

ウ 安心感をもたせるようなかかわり方をすること

教師が，カウンセリング・マインドでかかわろうとするとき，言語で表現することが苦手な子ども

には，非言語的アプローチをとることができる。その主なものとして，箱庭療法・遊戯療法・絵画療

法などの表現療法がある。「箱庭療法」や「絵画療法」などにおいて，子ども自身の主体性を大切に

し，子どもの気持ちを考えながら見守ることができれば，子どもはあるがままの自分を表現すること

となり，子どもの心理的成長を導くことにつながる。また，子どもは，教師の意向とは違った行動を

することがある。そんなときに，教師が目の前の問題だけに目を向け，子どもの気持ちに寄り添うこ

となくかかわったら「先生は分かってくれない」という気持ちになってしまう。私自身も，箱庭やコ

ラージュの演習を何回か行ってみた。それで，気付いたことは，そばで見守っている人がいると「自

分のことをしっかり見ていてくれる」「作ったものについても快く受け入れてくれる」という安心感

と認められているという気持

ちをもつことができるという

ことであった。表現療法を続

けていくうちに安心感が増し

ていくように感じ，表現療法

の良さを感じた。そこで，箱

庭療法・遊戯療法・絵画療法の有効性についてまとめてみた（表２参照）。

（ｱ） 遊戯療法の実際〔事例Ⅰ（不登校傾向・保健室登校・小学校低学年のＡ太・両親と来所）〕

ａ 遊戯療法

父親とＡ太と担当の３人で行う。Ａ太は，話をしないが担当の声かけで遊具に向かうことがで

きた。時間の経過とともに少しずつ声をたてて笑うようになった。担当は，場に応じて子どもと

の距離感を考え，子どもの主体性を重んじた。子どもの視線や表情に気を配り，子どもの思い（何

をして遊びたいか，楽しんでいるかなど）を考えながら声を掛けた。親と離れることができなか

ったＡ太が，遊んだ後には，両親と離れて別室へ行くことができた。

ｂ かかわり方のポイント

担当は，集団不適応の子どもと遊戯療法でかかわる時，「子どものサインを表情・視線・行動

①非言語的な表現を媒体とするので，話したがらない子どもにも行うことができる。
②自由と同時に，適度な枠で守られている。
③表現することを相手に受け入れられているという安心感をもたせることができる。
④子どもの内的世界の表現が可能である。
⑤子どもが安心して甘えられる状況へ心理的に立ち帰る退行が起こる可能性がある。
⑥健全な，十分な退行により，硬直化した子どもの心を解きほぐすことができる。
⑦その後，自我が建設的，創造的な方向で成長を開始することが可能である。
⑧この表現をきっかけにして言語化が可能である。

表２ 箱庭療法・遊戯療法・絵画療法の有効性
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などから見取る」「主体的に遊びを行わせる」「少しの変化を見逃さずほめる」「距離感を考える」

ことを大切にする。そのようにかかわることで，子どもは少しずつ不安や緊張感がなくなり表情

も和らぎ自分を表現できるようになる。こういうかかわり方を継続していけば，集団不適応の子

どもと担当との信頼関係にもつながっていくと考える。

エ 所内研修の学びから見えてきたもの

教育相談研修を受講した先生方は，できるだけ研修で学んだことを学校で生かしたいと思って

いる。実際に学校で絵画療法を行ったり，子どもの気持ちを考えて接したりして学んだことを生

かしている教師もいる。子どもへのかかわり方の意識のみが変わるのではなく実践することが大

切である。それには，教師自身が自分を素直に語ることができる相手が必要であり，学校内では

他教師との連携が不可欠になる。また，実践をする時は，その場限りの支援に終わらず計画的，

継続的支援を行うことが必要である。

(4) 集団不適応の子どもと教師の信頼関係作り

教師が，子どもとの信頼関係を築きその支援を

焦点化する手立てとして，支援ヘルプカード〔基

本型〕を考え，表３のような５つの観点を挙げた。

実際，集団不適応の子どもの支援を行うとき，こ

の〔基本型〕を基に「○○さんと一緒に信頼の花

をさかそう」という教師のためのチェック表を作

成する。継続してかかわりながら修正を行い，よ

り良い支援ができるようにしていく（図２参照）。

事例Ⅱ（不登校傾向・小学校低学年のＢ男）を通して支援ヘルプカードを修正していった。

ア 支援ヘルプカード①（図２左）

初めの支援ヘルプカードは，母親からの情報を基にして作成したが漠然としたものとなった。

本来，教師がカウンセリング・マインドをもって子どもと接することや主体的に表現活動を行わ

せ，子どもの困っていることを支援することが，チェックの観点になる。実際に，このカードを

基に子どもとかかわってみると，少しではあるが，子どもの良さや困っていることに目を向け声

を掛けることができた。ただ，Ｂ男は，したいことがいろいろあって迷っているようだったので，

担当がすぐに「これをしようか」と促してしまうことになった。したいことが見付かるまで距離

感を適度にもって，じっくり待つことの難しさを感じた。また，周りの子ども（集団）と個にバ

ランス良くかかわっていくこともできなかった。

Ｂさんといっしょに

しんらいの花をさかそう①

月 日

５５５５①①①①自己開示自己開示自己開示自己開示をするをするをするをする②②②②支支支支

援援援援でのつまずきについでのつまずきについでのつまずきについでのつまずきについ
てててて支援支援支援支援にににに携携携携わっているわっているわっているわっている
他他他他のののの先生先生先生先生にににに尋尋尋尋ねるねるねるねる

３３３３表現療法表現療法表現療法表現療法（（（（音楽音楽音楽音楽・・・・絵画絵画絵画絵画・・・・
裁縫裁縫裁縫裁縫・・・・運動運動運動運動などなどなどなど））））をををを主主主主
体的体的体的体的にににに安心安心安心安心してしてしてして行行行行わせわせわせわせ
るるるる

４４４４①①①①周周周周りのりのりのりの人人人人とのかかわとのかかわとのかかわとのかかわ
りりりり方方方方でででで困困困困っているっているっているっている様子様子様子様子
がががが見見見見られたらられたらられたらられたら声声声声をかけをかけをかけをかけ
るるるる②②②②食食食食べることにべることにべることにべることに関関関関すすすす
るるるる配慮配慮配慮配慮をするをするをするをする

１１１１①①①①ＢＢＢＢさんのさんのさんのさんの正正正正しいしいしいしい情報情報情報情報をををを集集集集
めるめるめるめる②②②②ＢＢＢＢさんのさんのさんのさんの困困困困っているっているっているっている
ことやことやことやことや良良良良さにさにさにさに敏感敏感敏感敏感にににに気付気付気付気付くくくく

２２２２少少少少しのしのしのしの変化変化変化変化をををを見逃見逃見逃見逃さずさずさずさずＯＯＯＯ
ＫＫＫＫメッセージメッセージメッセージメッセージでででで声声声声をかけをかけをかけをかけ
るるるる

Ｂさんといっしょに

しんらいの花をさかそう②

月 日

１１１１①①①①１１１１番番番番したいことはしたいことはしたいことはしたいことは何何何何かかかか
のののの情報情報情報情報をををを集集集集めるめるめるめる ②②②②トイトイトイトイ
レレレレのののの間隔間隔間隔間隔やそのやそのやそのやその後後後後のののの表情表情表情表情
にににに気気気気をををを付付付付けけけけ観察観察観察観察するするするする

４４４４①①①①周周周周りのりのりのりの人人人人とかかわれるよとかかわれるよとかかわれるよとかかわれるよ
うなうなうなうなきっかけきっかけきっかけきっかけ作作作作りをするりをするりをするりをする
②②②②楽楽楽楽しいしいしいしい雰囲気雰囲気雰囲気雰囲気でででで食食食食べられべられべられべられ
るようにるようにるようにるように声声声声をかけるをかけるをかけるをかける③③③③昼食昼食昼食昼食
のののの量量量量やかかるやかかるやかかるやかかる時間時間時間時間をををを見見見見とりとりとりとり
無理無理無理無理がないようにさせるがないようにさせるがないようにさせるがないようにさせる

５５５５①①①①教師自身教師自身教師自身教師自身ががががプラスプラスプラスプラス的的的的
感情感情感情感情をををを表現表現表現表現するするするする②②②②支援支援支援支援
にににに携携携携わっているわっているわっているわっている他他他他のののの先先先先
生生生生とのとのとのとの連携連携連携連携をををを図図図図るるるる

２２２２個人的個人的個人的個人的なななな活動活動活動活動にかかわりにかかわりにかかわりにかかわり，，，，
帰帰帰帰りにりにりにりに楽楽楽楽しくできたことをしくできたことをしくできたことをしくできたことを
尋尋尋尋ねてそのことでねてそのことでねてそのことでねてそのことでＯＫＯＫＯＫＯＫメッメッメッメッ
セージセージセージセージのののの声声声声かけをするかけをするかけをするかけをする

３３３３距離感距離感距離感距離感をををを適度適度適度適度にもってしにもってしにもってしにもってし
たいたいたいたい活動活動活動活動（（（（音楽音楽音楽音楽・・・・絵絵絵絵・・・・裁裁裁裁
縫縫縫縫・・・・運動運動運動運動などなどなどなど））））をををを自分自分自分自分でででで
選選選選ばせばせばせばせ，，，，行行行行わせるわせるわせるわせる

１ 子どもとじっくりかかわる
①かかわる時間を作る②肯定的に話を聴く③正しい
情報を集める④解決方法を子どもと一緒に考える

２ 子どもの自己肯定感を高める
①ＯＫメッセージで声をかける②連絡帳などにOK
メッセージを書く③ほめほめシールを掲示する

３ 子どもの人格を尊重する
①表現療法を活用する②個別カウンセリングを行う

４ 集団の中での居場所を作る
① 居場所ができるように配慮する②周りの子どもと
のかかわりの中で困っていることに気付き支援する

５ 教師自身の心に気付く
①子どもの反応から教師自身のかかわり方を考える
（かかわりが良かったときあるいはつまずいたとき
の自分の心）②自己開示をする③周りの人に支援の
仕方について話し，共通理解を図る

図２ 支援ヘルプカード

表３ 支援ヘルプカード［基本型］
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イ 支援ヘルプカード②（前頁図２右）

１回目のかかわりをした後に各観点ごとの反省をした。また，かかわりの中で見えてきた新し

い情報を基に支援ヘルプカードを修正した。特に，「子ども自身が一番したいと思っていること

をつぶやきや表情から見取る」「距離感を適度にもってかかわる」「周りの子どもとうまくかか

わるようにする」などの支援について具体化した。実際，距離を適度に置いてかかわった時にＢ

男を見ていると自分自身でしたいことを見付け，他者とかかわろうとする姿が見えてきた。また，

担当とかかわるときも以前より安心した表情になってきた。自分の困っていることについて自分

から「こうなんだ」とか「こうしたいな」と話すようになっている。ただ，「自分がしたいこと

はあるけど下手だから嫌だなあ」と言う。担当が，「できないことはあきらめないで続けたほう

がいいと私に教えてくれたね」と言うと「でもぼくは下手だから嫌なんだ，周りの人になんか言

われる」と答えた。Ｂ男の心は「～したい」という思いと「下手だから人から馬鹿にされてしま

うのでできない」という思いが葛藤しているようだ。Ｂ男の気持ちをよく聴いて気持ちの整理が

できるように配慮していきたいと思った。また，初めて取り組むことや苦手意識をもっているこ

とをする場合，自分ができることで参加してもよいことを伝えたい。こういうことの積み重ねが

少しずつ周りの人とうまくかかわることにつながるようだ。だからこそ，支援を焦って行わない

ようにしていきたい。このカードでＢ男にかかわってみて感じたことは，焦点化した支援を行う

ことで子どもの困りようや様々な思いが見取れるようになり，さらに，支援を反省することで次

にどんな支援が必要であるかが見えてきたということである。つまり，子ども理解が進むと，支

援方法が見えてくる。カードを修正しながら子どもへのかかわり方を考えていくことは，集団不

適応の子どもにとっても，教師が意図した支援を継続するためにも大切なことである。

(5) 子ども同士のより良い人間関係作り

集団不適応の子どもが周りの子どもとより良い人間関係を築くためには，計画的・継続的支援が

必要であるという考えから，「人間関係作り年間計画試案」を作成した（表４参照）。

表４ 人間関係作り年間計画試案（２年生）
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学校の行事・子どもの発達段階のおける一般的特性・集団不適応の子どもの予想される姿に応じ

てねらいを考え，それに合わせて人間関係プログラムを作成した。プログラムの中で集団不適応の

子どもがねらいに沿った活動ができるように留意点を付け加えた。

この試案の中の人間関係プログラムは，様々な手法が考えられるが，子どもの実態に合わせて，

文献の中から選んだり担任自身が得意とするものを取り入れたりするとよい。構成的グループ・エ

ンカウンター（ＳＧＥ）などの他にもロールプレイング，ソーシャルスキル・トレーニング，アサ

ーション・トレーニングなどの活動も考えられる（表５参照）。また，各教科・特別活動・道徳の

中でも子どもの自己理解や人間関係作りに関連する内容があるので組み合わせて考えることもでき

る。例えば，年間計画のねらいが“きまりをまもり，友達と協力して班行動をさせる”であれば，

１，２年の体育でプログラム

を仕組むことが可能である。

具体的には，「基本の運動」

において順番やきまりを守っ

て仲よく運動をすることや

「ゲーム」においてきまりを

守り協力して仲よく競うこと

をねらった活動を取り入れ

る。

５ 研究のまとめと今後の課題

(1) 研究のまとめ

ア 他者にじっくり話を聴いてもらうことや他者の心に気付いていこうとすることなどで，自己理

解や他者理解を深めることができる。教師が自分の感情や子どもへのかかわり方の傾向に気付い

ていくことは，集団不適応の子どもへのかかわり方を見直すきっかけとなる。

イ 集団不適応の子どもとの信頼関係を築くには，教師がカウンセリング・マインドをもって子ど

もとかかわることが基本である。また，集団不適応の子どもがあるがままの自分を表現できるよ

うなかかわり方をしていけば，子どもの自己成長につながる。これらを踏まえ，教師ができる支

援を具現化した「支援ヘルプカード」を作成し実践することで，子ども理解が進み，支援の視点

が明確になった。そうして，より子どもに合ったかかわり方ができた。

ウ 集団不適応の子どもが周りの子どもとより良い人間関係を築くために，人間関係作り年間計画

を作成することで，その場限りの支援でなく，計画的・継続的支援を実践しやすくなった。

(2) 今後の課題

ア 様々な集団不適応の子どものニーズに合わせた「支援ヘルプカード」を作成し，実践する。

イ 人間関係作り年間計画に基づいた実践を行い，計画の見直しを行う。

ウ 集団不適応の子どもの保護者や一緒に支援に携わる他の教師との連携の在り方を探る。
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表５ 人間関係プログラムで活用する手立てについて（一部紹介）

写 真 や 絵 や 文 字 な ど を 雑 誌 な ど か ら 切 り 抜
き ， 画 用 紙 に 貼 っ て １ つ の 作 品 に す る も の
で あ る 。 （ 心 理 的 退 行 ・ 自 己 表 出 ・ 内 面 の
意 識 化 な ど を ね ら い と す る も の ）

コ ラ ー ジ ュ 療 法

ス ト レ ス と ど う 上 手 に 付 き 合 い ， ス ト レ ス
へ の 対 処 法 を 獲 得 す る か に 焦 点 を 当 て た も
の で あ る 。 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン の 仕 方 ・ ス ト
レ ス の 認 知 の 仕 方 な ど を 学 び ， 適 切 な 対 処
法 を 身 に 付 け る こ と が 目 標 と な る 。

ス ト レ ス ・ マ ネ ジ
メ ン ト

集 中 的 な グ ル ー プ 体 験 の こ と で ふ れ あ い と
自 己 発 見 を 通 し て ， 参 加 者 の 行 動 変 容 を 目
標 と し て い る 。 人 間 関 係 開 発 を 意 図 し た 教
育 カ ウ ン セ リ ン グ の グ ル ー プ ・ ア プ ロ ー チ
と 言 え る 。

構 成 的 グ ル ー プ ・
エ ン カ ウ ン タ ー

写 真 や 絵 や 文 字 な ど を 雑 誌 な ど か ら 切 り 抜
き ， 画 用 紙 に 貼 っ て １ つ の 作 品 に す る も の
で あ る 。 （ 心 理 的 退 行 ・ 自 己 表 出 ・ 内 面 の
意 識 化 な ど を ね ら い と す る も の ）

コ ラ ー ジ ュ 療 法

ス ト レ ス と ど う 上 手 に 付 き 合 い ， ス ト レ ス
へ の 対 処 法 を 獲 得 す る か に 焦 点 を 当 て た も
の で あ る 。 リ ラ ク ゼ ー シ ョ ン の 仕 方 ・ ス ト
レ ス の 認 知 の 仕 方 な ど を 学 び ， 適 切 な 対 処
法 を 身 に 付 け る こ と が 目 標 と な る 。

ス ト レ ス ・ マ ネ ジ
メ ン ト

集 中 的 な グ ル ー プ 体 験 の こ と で ふ れ あ い と
自 己 発 見 を 通 し て ， 参 加 者 の 行 動 変 容 を 目
標 と し て い る 。 人 間 関 係 開 発 を 意 図 し た 教
育 カ ウ ン セ リ ン グ の グ ル ー プ ・ ア プ ロ ー チ
と 言 え る 。

構 成 的 グ ル ー プ ・
エ ン カ ウ ン タ ー


